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蓮花ちゃん

★ 人の動き ★　12月 1日現在（前月比）

 男：17,498人 女：18,855人　　 

 計：36,353人（+43人）

 世帯数：12,945戸（+26戸）



市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

2広報「 」平成22年1月号広報「 」平成22年1月号 2

　

み
な
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
も
う
2
回
目
の
新
春
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
こ
の
一
年
。
よ
り
よ
い
市
政
を
め
ざ
し
一
心
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
成
果
が
あ
っ
た
の
か
確
か
め
る
余

裕
も
な
く
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
一
年
は
後
年
、
歴
史
の
転
換
期
と
し
て
記
録
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
年
と
な

り
、
政
治
的
に
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
央
の
政
権
が
替
わ
り
こ
の
国
の
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
地
方
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
葛
城
市
も
例
外
で
は
な
く
、
私
も
市
民
み
な
さ
ま
の
幸
せ
づ
く
り
の
た
め
に
常

に
柔
軟
な
発
想
で
変
革
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
本
市
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
は
良
好
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

予
算
編
成
作
業
な
ど
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け
無
駄
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、「
尺
土
駅

前
開
発
」
や
「
農
業
の
活
性
化
」
な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
諸
事
業
の
推
進
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
何
と
い
っ
て
も
「
遷
都
一
三
〇
〇
年
」
の
年
で
あ
り
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
県
内
各
所
で
目
白
押
し
と
な
り
ま
す
。
葛
城
市
で
も
市
内
で
開
催
さ
れ
る
當
麻
寺
の

東
塔
・
西
塔
の
内
部
公
開
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
を
図
り
、
本

市
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
々
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
「
蓮
花
ち
ゃ
ん
」
と
と

も
に
観
光
振
興
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
れ
も
こ
れ
も
、
や
り
た
い
こ
と
、
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ

ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
も
私
の
基
本
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
「
市
民
み
な
さ
ま
の
声
を
よ
く

聞
き
」、
着
実
に
歩
を
進
め
て
ゆ
く
と
い
う
姿
勢
を
守
り
な
が
ら
、
前
向
き
に
、
し
か
し
、

と
き
に
は
振
り
返
る
余
裕
を
も
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
み
な
さ
ま
の
今
年
一
年
の
幸
せ
を
念
じ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

葛城市長

山　下　和　弥
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
は
、
夏
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
約
五
十
年
ぶ
り
に
政
権
交
代
が

な
さ
れ
、
鳩
山
内
閣
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
経
済
は
と
申
し
ま
す
と
、

円
高
・
デ
フ
レ
の
影
響
を
受
け
、
非
常
に
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
景
気

低
迷
の
波
は
、
地
方
へ
も
お
し
よ
せ
て
お
り
、
葛
城
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
法
人
市
民
税

を
は
じ
め
と
す
る
税
収
は
、
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
、
更
な
る
厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
二
十
二
年
の
奈
良
県
は
、
こ
の
よ
う
な
暗
い
話
題
ば
か
り
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
皆
様
す
で
に
ご
存
知
の
と
お
り
、
奈
良
県
全
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
、「
平
城
遷

都
一
三
〇
〇
年
祭
」
で
は
、
日
本
全
国
の
み
な
ら
ず
、
外
国
か
ら
も
訪
れ
ら
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
多
く
の
観
光
客
に
対
し
、
奈
良
県
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活

性
化
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
葛
城
市
で
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
無
駄
を
省

く
た
め
の
全
事
務
事
業
の
見
直
し
や
機
構
改
革
な
ど
の
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
る
一
方

で
、
尺
土
駅
前
広
場
整
備
事
業
や
学
校
耐
震
改
修
事
業
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
事
業
、
ま
た
、

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ

し
て
、「
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
観
光
客
が
葛
城
市
ま
で

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
観
光
事
業
に
も
力
を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
意
思
を
反
映

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
活
発
な
議
論
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
様
が
葛
城
市
を
誇
り
と
し
、
住

む
喜
び
を
か
み
し
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
、
貢
献
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

最
後
に
、
平
成
二
十
二
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
穏
や
か
な
良
い
年
と
な
り
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

葛城市議会議長

下　村　正　樹
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葛城市職員の給与などの概要（人事行政の運営等の状況）葛城市職員の給与などの概要（人事行政の運営等の状況）
　市職員の給与、職員数及び勤務条件等の人事行政の運営等の状況について、市民のみなさんに広く知ってい
ただくために、その概要を公表いたします。

１　任免及び職員数に関する状況
　⑴ 部門別職員数の状況と主な増減理由

区　分
部　門

職員数（人）
対前年増減数 主な増減理由

平成 20年 平成 21年

普通会計

部　　門

一般

行政

部門

議　　　会 3 3 0
総　　　務 54 56 2
税　　　務 19 18 -1
農林水産 9 9 0
商　　　工 4 4 0
土　　　木 16 17 1
民　　　生 53 50 -3
衛　　　生 45 42 -3

計 203 199 -4
教育部門 68 62 -6
消防部門 44 45 1
小　　　計 315 306 -9

公営企業等

会計部門

水　　　道 12 11 -1
下　水　道 6 5 -1

国保・老健・介護 17 16 -1
小　　　計 35 32 -3

合　　　　計 350
[　474　]

338
[　474　]

-12

 退職
　　
 定年退職 ▲  3 名
 勧奨退職 ▲  3 名
 普通退職 ▲  5 名
 その他  ▲  1 名 
　　 計 ▲ 12名

　（注）　1　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　　2　[　   　] 内は、条例定数の合計です。
　　●　「普通会計」とは、一般会計と特別会計の一部を加えたものです。（国民健康保険事業、老人保健事業、
　　　介護保険事業及び下水道事業などの特別会計並びに公営企業（水道事業）会計は除きます。）
　　●　「一般行政職」とは、市に勤務する職員のうち税務職、福祉職、教育職、消防職、企業職、技能労務職、
　　　臨時職などを除いた職員です。
　　●　「再任用職員」とは、高齢者雇用において定年退職者を再雇用する形での継続雇用制度にもとづき任用
　　　された職員のことであり、一般職員と同様のフルタイム勤務のほか、短時間勤務の形態があります。

2　給与の状況（総括）
　⑴ 人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳      
人口　(20 年度末）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ／Ａ）

(参考 )　19年
度の人件費率

20年度 35,966 人 12,247,423 千円 116,852 千円 2,751,115 千円 22.5％ 23.4％
　⑵ 職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 1人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

20年度 315人 1,141,325 千円 283,968 千円 480,091 千円 1,905,384 千円 6,049 千円
　（注）　1　職員手当には退職手当は含みません。
　　　　2　職員数は、平成 20 年 4 月 1 日現在の人数です。

　⑶ ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在） ※算出方法：
職員構成を学歴別、経験年数別に区分し、葛城市の
職員構成が国の職員構成と同一であると仮定し算出
します。
葛城市の仮定給料総額（学歴別、経験年数別の平均
給料月額に国の職員数を乗じて得た総和）を国の実
俸給総額で除して得る加重平均です。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

85

90
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100

105

葛城市 類似団体平均 全国市平均

(H17)
89.7

(H20)
90.1

(H15)
98.2

(H20)
95.4

(H15)
100.7 (H20)

98.3

（各年 4月 1日現在）
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3　給与の状況（職員の平均給与月額、初任給等の状況）
　⑴ 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 21 年 4月 1日現在）
　　①一般行政職

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
葛城市 45.0 歳 322,400 円 375,271 円

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
葛城市 48.2 歳 242,900 円 265,908 円

うち給食調理員 54.1 歳 230,300 円 238,820 円
うち清掃職員 47.0 歳 244,200 円 272,476 円
うちその他職員
（自動車運転員等） 42.4 歳 256,600 円 274,567 円

②技能労務職

（注）1　「平均給料月額」とは、平成 21 年 4 月 1
　　　日現在における各職種ごとの職員の基本給
　　　の平均です。
　　 2　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月　
　　　支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、
　　　管理職手当など諸手当の額を合計したもの
　　　です。

　⑵ 職員の初任給の状況（平成 21 年 4月 1日現在）
区　　分 葛城市 奈良県 国

一般行政職 大学卒 172,200 円 178,800 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 144,500 円 140,100 円

技能労務職 高校卒 154,400 円 155,700 円 －

　⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 21 年 4月 1日現在）
区　　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職 大学卒 248,700 283,200 320,520 
高校卒 該当者なし 該当者なし 260,500 

技能労務職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

4　給与の状況（一般行政職の級別職員数等の状況 )
　⑴ 一般行政職の級別職員数の状況（平成 21 年 4月 1日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
標準的な職務内容 主事補・主事 主事 主査 課長補佐 課長・主幹 課長 部長

職員数 13人 16人 75人 44人 25人 6人 9人
構成比 6.9% 8.5% 39.9% 23.4% 13.3% 3.2% 4.8%

（注）1　葛城市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　  2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

平成 22年平成 21年
1級　6.9％

6級　4.7％

2級　8.5％2級　8.5％

3級　39.9％3級　39.9％

4級　23.4％

5級　13.3％ 6級　3.2％

7級　4.8％

1級　7.4％
2級　10.5％2級　10.5％

3級　37.9％3級　37.9％

4級　23.2％

5級　12.6％

7級　3.7％
%

5　給与の状況（職員の手当の状況）
　⑴ 期末手当・勤勉手当

葛城市 国
１人当たり平均支給額（20年度）　1,545 千円　　 －
（20年度支給割合）
　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　3.0 月分　　　1.5 月分
　　　　（1.6 月分）　  （0.75 月分）

（20年度支給割合）
　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　3.0 月分　　　1.5 月分
　　　　（1.6 月分）　  （0.75 月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　　・役職加算　　　5 ～ 20%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　　・役職加算　　　5 ～ 20%
　　　・管理職加算　 10 ～ 25%

（注）(  ) 内は、再任用職員に係る支給割合です。
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　⑵ 退職手当（平成 21 年 4月 1日現在）
葛城市 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分 勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分 勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分 勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置 (2% ～ 20%加算 ) 定年前早期退職特例措置 (2% ～ 20%加算 )

1 人当たり平均支給額
9,884 千円 24,648 千円

（注）退職手当の 1
　人当たり平均支
　給額は、20 年度
　に退職した全職
　種に係る職員に
　支給された平均
　支給額です。

　⑶ 地域手当（平成 21 年 4月 1日現在）
支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）
全地域 3% 338 人 3%

　　　支給実績（20年度決算） 37,395 千円　　
支給職員１人当たり平均支給年額（20年度決算） 110,636 円　 　

　　（22 年度の制度完成時）
支給対象地域 支給率 国の制度（支給率）
全地域 3% 3%

（注）国の制度では平成 22 年度での完成を目指して、平成
18 年度から支給率を段階的に引き上げることとしています。

　⑷ 特殊勤務手当（平成 21 年 4月 1日現在）
　　　手当の種類（手当数） 6 種類

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
感染症対策

業務手当 保健師 感染症発生に伴う防疫作業 日額　5,000 円

行旅死亡人等
取扱手当 福祉担当職員 行旅死亡人等の収容作業 日額　5,000 円

有線放送業務
高所作業等手当

有線放送業務
担当職員

有線放送の維持管理における
高所作業 日額　1,000 円

マイクロバス
運転手当

マイクロバス
運転従事職員

本務としない職員が、臨時に
マイクロバスの運転を行う

日額　2,000 円～ 3,500 円
（運転距離に応じて）

環境衛生業務
手当 清掃業務員 塵芥・し尿処理作業及び危険

な作業
日額　1,500 円～ 3,400 円

（業務の内容に応じて）

消防防災手当 消防職員 消防業務、救急業務及び救助
業務

日額　50円～ 600円、1件 200 円～ 400 円
（業務の内容に応じて）

区　　分 全職種
支給実績（20年度決算） 24,133 千円
支給職員１人当たり平均支給年額（20年度決算） 261,665 円 
職員全体に占める手当支給職員の割合（20年度） 25.10%

　⑸ 時間外勤務手当
支給実績（19年度決算） 57,760 千円
職員１人当たり平均支給年額（19年度決算）  269,487 円
支給実績（20年度決算） 60,102 千円
職員１人当たり平均支給年額（20年度決算）  292,869 円

　⑹ その他の手当（平成 21 年 4月 1日現在）
手当名 内容及び支給単価（月額）

扶養手当

・配偶者　13,000 円
・扶養親族 6,500 円（ただし、配偶者のいない扶養親族の 1人目は、11,000 円。）
・満 16歳の年度始めから満 22歳の年度の終わりまでの子 1人につき 5,000 円
  加算

住居手当 ・借家又は借間　最高支給限度額　 27,000 円
・新築又は購入から 5 年を経過していない住居   2,500 円

通勤手当 ・交通機関利用者　運賃等相当額が 55,000 円以下については運賃等相当額
・自動車等の使用者　　右の〈別表〉参照

管理職手当

・管理又は監督の地位にある職員
　　部長級（部長、理事）　　給料月額に 100分の 15を乗じて得た額
　　　　　　　　　　　　　 （100 円未満の端数は切り捨て。以下同じ。）
　　課長級（課長、主幹）　　給料月額に 100分の 12を乗じて得た額
　　課長補佐級　　　　　　　給料月額に 100分の 10を乗じて得た額

宿日直手当 ・宿日直業務（一般）　4,200 円／日額
手当名 扶養手当 住居手当 通勤手当 管理職手当 宿日直手当
国の制度との異同 同じ 同じ 同じ － 同じ
支給実績（20年度決算） 53,058 千円 9,634 千円 12,184 千円 52,109 千円 9,227 千円
支給職員１人当たり平均支給年額（20年度決算） 271,105 円 160,926 円 47,791 円 504,137 円 47,898 円

〈別表：自動車等使用者の支給単価〉
2㎞以上 5㎞未満 2,000 円
5㎞以上 10㎞未満 4,100 円
10㎞以上 15㎞未満 6,500 円
15㎞以上 20㎞未満 8,900 円
20㎞以上 25㎞未満 11,300 円
25㎞以上 30㎞未満 13,700 円
30㎞以上 35㎞未満 16,100 円
35㎞以上 40㎞未満 18,500 円
40㎞以上 45㎞未満 20,900 円
45㎞以上 50㎞未満 21,800 円
50㎞以上 55㎞未満 22,700 円
55㎞以上 60㎞未満 23,600 円
60㎞以上 24,500 円
※片道の距離
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6　給与の状況（特別職の報酬等の状況）

区　　分 給料月額等 期末手当

給　　料
平成 21年 4月 1日現在 （参考）  20 年度 類似団体における最高／最低額 （20年度支給割合）

市　長 890,000 円　 989,000 円 　／ 　612,500 円　 3.35 月分副市長 740,000 円　 816,000 円 　／ 　576,000 円　

報　　酬

平成 21年 4月 1日現在 （参考）  20 年度 類似団体における最高／最低額 （20年度支給割合）
議　長 470,000 円　 528,000 円 　／ 　310,000 円　

3.35 月分副議長 400,000 円　 462,000 円 　／ 　275,000 円　
議　員 370,000 円　 431,000 円 　／ 　255,000 円　

退職手当
（算定方式 : 平成 21年 4月 1日現在 )　　（1期の手当額）　　（支給時期）

市　長 給料月額×支給率（5.2) ×在職年数　　　18,512,000 円　　在職中通算
副市長 給料月額×支給率（3.3) ×在職年数　　  　9,768,000 円　　在職中通算

（注）退職手当の「1期の手当額」は、4月 1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年）勤めた場合におけ  
　　る退職手当の見込額です。

7　勤務時間その他の勤務条件の状況

本庁などの場合
月～金曜日（休日・祝日を除く）
勤務時間　8時 30分～ 17時 15分
　　　　　うち休憩時間 60分

⑵ 年次有給休暇　⑴ 勤務時間
制度の概要 平均取得日数（平成20年）

1年につき 20日付与。
現年に付与した日数の残日数
は翌年に繰越可能。

７．４日

　⑶ 特別休暇などの種類
休暇の種類 休暇の内容 有給 /無給 付与（限度）日数

病気休暇 負傷又は疾病のため療
養する場合 有給 90日

特別休暇

骨髄提供のための休暇 有給 必要と認められる期間
ボランティア休暇 有給 5日／年
結婚休暇 有給 連続 5日／年
妻の出産休暇 有給 2日
産前、産後休暇 有給 6週間、出産の翌日から 8週間
子の看護のための休暇 有給 5日／年
親族の死亡 有給 1～７日
夏季休暇 有給 3日／７～ 9月の間

⑷ 育児休業制度と取得状況
　　職員が育児をするための休
　業制度で、最大その子が満 3
　歳をむかえるまで取得できま
　す。育児休業は 1 日単位、部
　分休業は時間単位で取得でき
　ます。

区　分 取得者数
（平成 20年度）

育児休業 9人（0人）
部分休業 0人（0人）
※（　）は男性職員の取得者数。

8　分限及び懲戒処分の状況
（平成 21 年 1月～平成 21 年 11 月末時点）

分限処分 懲戒処分
免職 停職 減給 戒告

4人 0人 0人 0人 0人
（注） 1 分限処分は、公務能率の維持を目的に行われる
　処分です。心身の故障（負傷・疾病）などにより、
　本人の意に反して休職又は免職させます。この場合、
　退職手当などに不利益な取扱はされませんが、月々
　の給与又は賞与においては減額の対象になります。4
　人は全て心身の故障による分限休職処分です。
2 懲戒処分は、服務義務違反に対する制裁として行なわ
　れる処分です。分限処分と同様に本人の意に反して
　処分されますが、免職の場合は退職手当も支給され
　ず、当該地方公共団体への再就職、試験なども制限
　されます。

9　服務の状況
　憲法第 15条第 2項に基づき地方公務員法第 30条
に、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、
職務の遂行にあたっては、これに専念しなければな
らないと定められています。この根本基準として、
次のような服務上の義務が定められています。
・服務の宣誓
・法令及び上司の職務上の命令に従う義務
・信用失墜行為の禁止
・秘密を守る義務
・職務に専念する義務
・政治的行為の制限
・争議行為等の禁止
・営利企業等の従事制限10　研修の状況

区　分 受講者数 研修内容
専門実務研修 52人 自治大、市町村職員研修センター及び市町村アカデミーなど（行政法、民法、税務、契約、財政運営行政評価、女性リーダーなど）
庁内研修 延べ257人 情報セキュリティ、幹部職員研修など
その他研修 18人 人権啓発学習講座、各種業務関連研修

11　公平委員会の業務の状況
（平成 21 年 1月～平成 21 年 11 月末時点）

業務の状況 件数
勤務条件に関する措置の要求の状況  0 件
不利益処分に関する不服申立ての状況  0 件
苦情の処理の状況  0 件

　懲戒や本人の意に反した不利益な処分がされた場合、職員は行
政不服審査法による不服申立てができます。また、給与・勤務時
間等の勤務条件に関し、地方公共団体の当局により適当な措置が
執られるべきことを要求することができます。それらの不服申立
てや措置要求がされた場合、公平委員会は職員から口頭審理等の
方法で審査を行い、必要に応じて処分の修正や取消を行い、また
地方公共団体の機関に対し改善等の勧告を行います。

（平成 20 年度実施内容）
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まちの
わだい

新キャラクターが誕生 
　葛城市新村区でこんにゃく
づくりに取り組んでおられる
「こんにゃく・わ会」（木村雅
則会長）に、新しくマスコッ
トキャラクター「にゃっくん」

「わかいちゃん」が誕生しました。 
　コンニャクイモと玉こんにゃくがモチーフとなっ
ており、作者は同区出身の岡本薫さん。岡本さんは、
「庶民がこんにゃくをおやつとして食べるようになっ
たのは江戸時代であることから、岡っ引きと町娘を
イメージし描きました。」、
木村会長は、「キャラクター
の誕生で益々取り組みに力
が入ります。」とそれぞれ
語られていました。 

當麻第一保育所作品展に
蓮花ちゃんが登場 

　11月 18日から 22
日の間、當麻第一保
育所で作品展「みん
なのまち葛城市」が
開催されました。
　同展では、新聞紙
と画用紙を使い絵の

具で色づけされた、葛城市マスコットキャラクター
の蓮花ちゃんが展示されました。
　作品展初日の 18 日には、蓮花ちゃんも見学に訪れ、
園児らが力を合わせて作ったエコ蓮花ちゃんと対面
し、園児らと交流を深めていました。
　園児らは、「蓮花ちゃん見て、そっくり～、どこに
住んでるの？」などと喜んでしました。

第１回　葛城フェスタ

　11 月 22 日、當麻庁舎周辺を中心に、「かえよう！かわろう！ー彩りある葛城市を目
指して」をテーマに、昨年までの「文化とコミュニティまつり」と「健康ふれあいま
つり」に、新たに「郷土のうまいもの」としての収穫祭を合わせた、「第１回葛城フェ
スタ」が開催されました。
　当日は、曇り空にもかかわらず、朝から多くの市民の方々が会場へ足を運ばれ、蓮
花ちゃんやせんとくんの登場や、またちんどん屋のパフォーマンス、自衛隊音楽隊な
どのアトラクションを熱心に観覧され、熱気にあふれかえっていました。
　メインセレモニーである「葛城フェスタうまいものフォーラム０９」では、當麻文
化会館ホールで、伝統料理研究家でお馴染みの奥村彪夫先生による基調講演がなされ、
「美食賢食の進め」として食生活を見直し健康にと先生の万葉歌と漫談講話に、会場内
は笑い声とうなずきであふれていました。
　また庁舎前の特設ステージでは「郷土食うまいもの対決料理ショー」として、地場
の「ほしあおば」という米粉を使った當麻のけはや「ちゃんこうどん」と、同じ米粉を使っ
た米粉ピザ「おねり焼き」の試食対決がされ、たくさんの人で大いに盛り上がりました。
　そして、協賛参加いただいた愛媛県八幡浜市と和歌山県有田市における「みかん de
バトル」においても、両市の特産であるそれぞれのみかんを両市長に大いにＰＲして
もらい、来場された皆さんにたくさん試食してもらい、大賑わいでした。
　うまいものゾーンや縁日のゾーン、協賛出展ゾーンにおいては、各大字や各種団体、
協賛団体による地場産品の野菜や米などの農産物や、郷土の美味しい食べ物の模擬店
が建ち並び、またふれあいと交流のゾーンでは、昔懐かしい竹とんぼなどの制作体験
や金魚すくいなどもあり、楽しい声が一日鳴り響いていました。
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　熱戦 !! 第 6回葛城市民綱引大会
　12 月 6 日、當麻
スポーツセンターに
おいて葛城市民綱引
大会が行われまし
た。
　当日は、男子の部
が 5チーム、女子の
部が 4チーム、男女

混合の部が 6チーム、小学生の部が 6チーム　合計
21 チームの参加により熱戦が繰り広げられました。
　結果は、次のとおりです。
【男子の部】　　優　勝　中　戸
　　　　　　　準優勝　葛城市役所
　　　　　　　第３位　新　庄
【女子の部】　　優　勝　葛城メガトン
　　　　　　　準優勝　當麻ママチーム
　　　　　　　第３位　チームぎりぎり
【混合の部】　　優　勝　當麻若人会
　　　　　　　準優勝　新　庄
　　　　　　　第３位　若スポ綱引部
【小学生の部】　優　勝　磐城デンジャーズ
　　　　　　　準優勝　磐城バレーボール部
　　　　　　　第３位　新庄小野球部

祝100歳
　村井 茂雄さん（當麻）が 11
月 17 日に 100 歳の誕生日を迎え
られ、山下市長がお祝いに訪れ
ました。
　当日は、お祝いの花束を前に、
ご家族より温かい祝福を受けら
れ、楽しいひとときを過ごされ

ました。
　今後とも益々お元気で、長寿を重ねてください。

元気いっぱいのプレーで

　11 月 22 日、葛城
市民体育館で開催さ
れた、奈良県ドッジ
ボール協会主催のバ
ンビカップ　ドッ
ジボール大会におい
て、葛城市から出場

した新庄ソルジャーズユースが、はつらつとした元
気いっぱいのプレーで日ごろの練習の成果を存分に
発揮し、見事３位の成績をおさめました。

11月11日は「チーズの日」  

　「チーズの日」で
あ る 11 月 11 日、
市内の乳製品加工業
社が、華表保育園に
モッツァレラチーズ
をプレゼントし、園
児 170 人が給食で

チーズドリアを味わいました。 
　地元産のチーズの味を知ってもらおうと 3年前か
ら始まった行事で、園児らはこの日が来るのを楽し
みにしています。
　この日は、蓮花ちゃんも参加し園児らと給食を楽
しみました。園児らは、「チーズたっぷり。おいしいい。
蓮花ちゃんまた来てね♥」と喜んでいました。

マイバッグ持参・レジ袋削減運動
　マイバッグ持参・
レジ袋削減の啓発
運動を広く市民に
ＰＲしようと、12
月 3日、市内のスー
パーで、蓮花ちゃ
ん、奈良県ストッ
プ温暖化推進委員

らが梅乃宿株式会社から寄贈いただいたエコバッグ
を配布し、マイバッグ持参を呼び掛けました。 

　早速、蓮花ちゃんエコバックを利用した吉田義照
さんは、「蓮花ちゃんに会えて嬉しかったです。大切
に使わせていただきます。」と語っておられました。

蓮花ちゃん効果
大和高田ク初勝利！   

　11 月 14 日、京セ
ラドーム大阪（大阪
市西区）で開かれて
いる第 36 回社会人
野球選手権大会で大
和高田クラブがＴＤ
Ｋと対戦し、6 － 4

で勝ち、同大会初勝利を挙げました。 
　蓮花ちゃんが、1、5、7、9 回に応援に駆けつけ声
援を送り、蓮花ちゃん効果？もあり、5回には 1点差
に追いつく得点が入り、7回には佐伯選手の逆転打で
勝ち越し、9回は池辺投手をリリーフした米倉投手が
０点で締めました。
　声援を送っていた関係者は、「蓮花ちゃん効果かも
しれません。夢のようです。」と喜んでおられました。
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まちのわだい

葛
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
た
ば
会
に
緑
綬
褒
章

　
「
葛
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ

た
ば
会
」
が
、
永
年
に
わ
た
り

ま
ご
こ
ろ
弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
は
じ
め
と
し
た
在
宅
の
高
齢

者
の
方
々
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の

慰
問
活
動
を
継
続
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
対
し
、
緑
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

山
本
英
輔
氏
に
瑞
宝
双
光
章

　

元
新
庄
町
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
団
団
長
を
歴
任
さ
れ
る
な

ど
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
活
躍
し
た
こ
と
に
よ
り
、
山
本
英
輔
氏
（
新
庄
）
が
、
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

和
田
正
冨
氏
に
総
務
大
臣
表
彰

　

葛
城
市
統
計
調
査

員
と
し
て
、
永
年
に

わ
た
り
各
種
統
計
調

査
活
動
を
行
い
、
多

大
な
功
績
を
残
し
た

こ
と
に
対
し
、
和
田

正
冨
氏
（
染
野
）
が
、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

故
前
村
三
男
氏
に

 
 

従
六
位
瑞
宝
双
光
章

　

元
大
阪
市
の
小
学
校
教
諭
と
し
て
、
同
市
教

育
委
員
会
指
導
部
指
導
主
事
、
上
町
中
学
校
教

頭
等
を
経
て
、
巽
東
・
金
塚
小
学
校
長
を
歴
任
、

永
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
し

た
こ
と
に
対
し
、
故
前
村
三
男
氏
（
勝
根
）
が
、

従
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
吉
岡
嘉
文
氏
に

 
 

正
六
位
瑞
宝
双
光
章

　

元
小
学
校
教
諭
と
し
て
、
五
條
市
立
五
條
小

学
校
、
十
津
川
村
立
折
立
中
学
校
を
経
て
野
迫

川
村
立
野
川
小
学
校
校
長
を
歴
任
さ
れ
る
な

ど
、
永
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
と
充
実
に
貢

献
し
た
こ
と
に
対
し
、
故
吉
岡
嘉
文
氏
（
忍
海
）

が
、
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

生
野
弘
子
氏
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

旧
新
庄
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ふ
た
ば
会
会

長
や
葛
城
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ふ
た
ば
会
顧

問
な
ど
、
永
年
に
わ

た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
普
及
に
力
を

注
い
で
こ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、生
野
弘
子
氏
（
柿
本
）

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811まちのわだい /お知らせ

奈良県健康づくり財団 田原本町宮古 404-7 個人負担額　11,220 円

葛城メディカルセンター 大和高田市西町 1-45 個人負担額　11,025 円

　※ 葛城メディカルで胃カメラを受診される場合は、別途費用がかかります。
　※ 胃カメラ時における生検費用については、別途費用がかかります。
　※ 女性の方で、婦人科検診を受診される場合は、別途費用がかかります。
　※ 申込み時に予約をお取りしますが、希望日に添えないこともありますので、受診希望日を複数考えた  
　　上で申込みをしてください。
　※ 特定健康診査の受診対象者で人間ドックを受診される場合は、申請時に必ず特定健康診査の受診券お
　　よび問診票を提出してください。
　※ 平成 21 年度において、既に特定健康診査を受診された方は人間ドックの助成を受けることはできませ
　　ん。また、人間ドックの助成を受けられた方については、特定健康診査を受診することはできません。

主な検査項目
　○内科診察○身体測定○生活食事調査○便検査○尿検査○末梢血検査○血液生化学○免疫血清○腹部超音
　波○胸部Ｘ線○胃透視又は胃カメラ○肺機能○視力検査○眼底・眼圧○聴力検査○安静心電図○総合指導

◎詳しくは、市民課まで

国民健康保険から人間ドックのご案内

検査費の７割を助成します !
■ 申込先：市民課
■ 受付期限：2 月 26 日まで（閉庁日を除く。）
  ・午前 9時～正午 ・午後 1時～ 3時 30 分
■ 資　格：次の 3点を全て満たしている方が資格のある方です。
 　　※受診日に国民健康保険の資格を喪失されている方は、受診できません。
  ◎申請日において、満 35 歳以上の方
  ◎申請日において、引き続き 1年以上本市の被保険者である方
  ◎申請日において、前年度分までの国民健康保険税を完納している世帯に属する方
■ 持参するもの：国民健康保険被保険者証・印鑑・特定健康診査受診券および問診票（対象者のみ）
■ 受診期限：3 月末まで
■ 検査機関：次のどちらかで受診していただきます。

白
鳳
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

あ
い
さ
つ
運
動
や
家

庭
教
育
に
よ
る
青
少
年

健
全
育
成
、
文
化
活
動

を
と
お
し
た
世
代
間
交

流
、
立
哨
や
巡
回
に
よ

る
地
域
の
防
犯
活
動
、

登
下
校
指
導
の
協
力
や

交
通
安
全
指
導
な
ど
の

活
動
が
評
価
さ
れ
、
白

鳳
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、

平
成
21
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

當
麻
牡
寿
会
に
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

永
年
培
っ
て
き
た

豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
多
方
面

で
の
活
動
に
対
す
る

功
績
が
認
め
ら
れ
、

葛
城
市
よ
り
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
と
し
て
葛

城
市
寿
連
合
会
當
麻
支
部
の
「
當
麻
牡
寿
会
」（
会
長
：

松
浦
與
志
和
氏
）
が
、
第
38
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

で
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
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2020
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！！

　

国
民
年
金
は
、や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
に
備
え
、保
険
料
を
出
し
合
い
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
老
後
だ
け
で
な
く
、
け
が
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
や
、
生
活
を
支
え
て
い
る
一
家
の
働

き
手
を
亡
く
し
た
場
合
に
は
、
障
害
・
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。（
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。）

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

ど
の
よ
う
な
人
が

加
入
す
る
の
？

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
全
て
の
人
は
、
公
的
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者
、
学

生
等
の
方
は
、「
第
1
号
被
保
険

者
」
と
な
り
ま
す
。
会
社
員
や
公

務
員
の
方
は
、
厚
生
年
金
ま
た
は

共
済
組
合
の
加
入
と
な
り
「
第
2

号
被
保
険
者
」、
第
2
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

は
、「
第
3
号
被
保
険
者
」
と
な

り
ま
す
。

■ 
加
入
手
続
き
は
？

　
「
第
1
号
被
保
険
者
」
と
な
る

方
は
、
20
歳
の
誕
生
日
の
前
月
に

届
く
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格

取
得
届
書
」
に
よ
り
市
役
所
の
市

民
課
に
て
届
出
を
し
ま
す
。

　
「
第
3
号
被
保
険
者
」
と
な
る

方
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ

て
「
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者

資
格
取
得
届
」
に
よ
り
年
金
事
務

所
に
て
届
出
を
し
ま
す
。（
用
紙

は
年
金
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。）

■ 

保
険
料
の
納
付
は
？

　

第
1
号
被
保
険
者
の
方
は
、
加

入
手
続
き
後
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
に
よ
り
、
毎
月
の
保

険
料
を
翌
月
末
ま
で
に
ご
自
分
で

納
め
ま
す
。（
保
険
料
の
割
引
が

あ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。）

　

全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の

窓
口
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ

ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
）
を
利
用
す

る
方
法
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
か
で
も
、
便
利
で
お
得

な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

■ 

保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
は
？

● 

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

申
請

　

申
請
者
本
人
、
世
帯
主
、
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

免
除
と
な
り
ま
す
。（
全
額
納
付

し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
年
金
額

が
、
全
額
免
除
は
1
／
2
、
4
分

の
3
免
除
は
5
／
8
、
半
額
免
除

は
6
／
8
、
4
分
の
1
免
除
は
7

／
8
、
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
料
の
一
部
の
免
除
が
承
認
に

な
っ
た
場
合
、
一
部
納
付
額
を
納

付
し
な
け
れ
ば
未
納
と
な
り
、
一

部
免
除
も
無
効
と
な
り
ま
す
。）

● 

若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
で
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
年

金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。）

● 

学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
年
金
額

に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。）

※ 

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
が
承

認
に
な
っ
た
場
合
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付

（
追
納
）
す
る
こ
と
で
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
、
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課

　

ま
た
は
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で

お知らせ
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

　”子育て支援センター”においでよ！

◎詳しくは、

　子育て支援センター（新庄健康福祉センター内）
 ☎（69）5241　FAX（69）5301　まで

お知らせ

童謡を楽しむ日 午前 10 時から

　1月 18 日（月）子育て支援センター

　2月  1 日（月）當麻文化会館 3階

お話を楽しむ日  午前 10 時 30 分から
　1月 13 日（水）子育て支援センター
　1月 18 日（月）當麻文化会館 3階
　2月  8 日（月）當麻文化会館 3階
　2月 10 日（水）當麻児童館

☆年齢別つどいのお知らせ
　當麻・磐城児童館で実施の 1月・2月のわんぱくルー

ム・ひよこルームは、場所を変更し當麻文化会館 3階

で行います。お間違えのないよう参加してください。

◎つどいの広場のお知らせ
　當麻・磐城児童館で実施している“つどいの広場”

を、毎週月曜日のみ當麻文化会館3階で行います。 水・

木曜日は通常通り當麻・磐城児童館で行います。

つどいの広場 キンダーランド
わんぱくルーム ひよこルーム

1月～2月の予定
月 火 水 木 金 土 日

1
月

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

2
月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

子育てサークル交流会をしました
　11 月 26 日、葛城市内の子育てサークルの代表者が

集まって、お互いのサークル活動について情報交換を

しました。ずっと以前からサークルを運営していた方

から、できたてホヤホヤのサークルまで、6組が初め

て顔合わせをしました。サークルを作ったきっかけや、

活動内容の交流をしながら親睦を図りました。

　子育てをするのに子どもを持つ親子が集まって楽

しい時を共有し、心を通わせ、ぐちをいえ、自分を

発揮したり話を聞いてもらえる仲間ができることっ

て心強いなと思いました。

☆風邪から子どもを守る予防対策
　風邪が流行する時期です。子どもは大人よりも

風邪をひきやすく、ひくと重症化しやすいもので

す。日頃から風邪にかからない生活をするよう家

族みんなで心がけましょう。

　① 睡眠を十分とりましょう

　② 人ごみを避けましょう

　③ 規則正しい食生活をしましょう

　④ 部屋を乾燥させないようにしましょう

子育てワンポイントアドバイス

＜お知らせコーナー＞
◎親子でクッキングしませんか
　葛城市在住の 2歳児（未就園児）

とその親子を対象に、栄養士の石沢

先生をお迎えして料理教室を開催します。親子で簡

単な食事を作って一緒に食べませんか？

　日　時：2 月 3 日（水）午前 10 時から
　場　所：當麻文化会館・調理室
　対象児：平成 18 年 12 月 1日～平成 19 年 4月 1日
　　　　　生まれの親子 24 組

※ 調理材料代として、一組 300 円必要です。

※ 1月 6日午前 8時 30 分から、電話にて申し込みを

　受け付けます。




『一緒に育てよう！葛城市の宝』
子育て支援ボランティア募集中 !! 

　つどいの広場で、子育て中の親子にかかわったり、

子育てサークルのお手伝いをしていただける方を探

しています。

　子育てを終えてひと段落された方や地域のおじい

ちゃん・おばあちゃん、空き時間を利用して子育て

支援に力をお貸しいただけませんか？子育てのお手

伝いができる方、ご連絡ください。
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平成 21年分所得税の確定申告　外部申告会場の開設について平成 21年分所得税の確定申告　外部申告会場の開設について
平成21年分の所得税の確定申告（2/16～ 3/15）に備え、葛城税務署では、次のとお
り外部申告会場を開設致します。

☆　公的年金等受給者の事前集合指導
　・公的年金等の受給者対象の確定申告集合指導会場です。不動産、株式などを売却したときの譲渡所得等の
　　相談は行いません。

　会　　　　　場 日    　時

香芝市役所（2階　大会議室） 2月 1日（月） ～ 2 月  3 日（水）
（午前の部）
9時 30分～正午

（午後の部）
1時～ 4時

河合町まほろばホール（小ホール） 2月 2日（火） ～ 2 月  4 日（木）

五條市立中央公民館（3階　会議室） 2月 4日（木） ～ 2 月  5 日（金）

葛城市歴史博物館　(あかねホール ) 2月 4日（木） ～ 2 月  5 日（金）

王寺町やわらぎ会館（3階　研修室） 2月 8日（月） ～ 2月 10日（水）

☆　確定申告期間中の相談会場は次のとおりです。
　・税理士が相談を行い、確定申告書の受付を行います。不動産、株式などを売却したときの譲渡所得等の相
　　談は行いません。
　・土、日曜日は開催していません。

会  　　　　場 日   　時

橿原市商工経済会館（7階　中ホール） 2月 16日（火）～ 2月 25日（木）
（午前の部）
9時 30分～正午

（午後の部）
1時～ 4時

香芝市役所（2階　大会議室） 2月 16日（火）～ 2月 18日（木）

王寺町やわらぎ会館（3階　研修室） 2月 16日（火）～ 2月 18日（木）

五條市市民会館（3階　会議室） 2月 23日（火）～ 2月 25日（木）

北葛広域申告会場　畿央大学（第二講義棟2階第3会議室） 2月 23日（火）～ 2月 26日（金）

　　＊　各会場とも譲渡所得（土地建物、株式）、贈与税、相続税の相談は行いません。
　　＊　開設時間は上記のとおりですが、受付時間については混雑の状況により早めに終了させていただく場
　　　合があります。

◎　税務署からのおしらせ
　★　葛城税務署では、今年の確定申告期間中、平日（月曜から金曜日）以外にも下記の日に限り、確定申告
　　の相談・申告書の受付を行います。
　　●　２月２１日（日）、２月２８日（日）　いずれも午前９時～午後５時（正午～午後１時は除く）

お知らせ

国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」で確定申告書の作成ができます。
国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp
国税庁「電子申告・納税システム（ｅ -Ｔａｘ）」をご利用ください。
ご自宅のパソコンからインターネットを利用して、確定申告が可能です。
ホームページは 24 時間利用できます。
還付申告の方は、2月 16 日（火）以前でも申告書の提出ができます。
　国税庁では、確定申告等における納税者の利便の向上を図る観点から、「国税庁ホームページ」の充実に努
めているところであり、申告に必要な各種の様式や手引きなどを提供しているほか、同ホームページにおけ
る「確定申告書等作成コーナー」では、所得税・消費税の申告に加え、贈与税の申告書の作成を可能として
おります。

 ◎詳しくは、葛城税務署 ☎（22）2721 まで

国税庁ホームページの利用について
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平成 22年度　市・県民税申告相談受付のお知らせ平成 22年度　市・県民税申告相談受付のお知らせ
市県民税の申告書提出について
   所得税の確定申告をされない方、勤務先から給与支払報告書が市役所へ提出されない方、また、国民健康保
険および後期高齢者医療保険の被保険者は申告が必要となりますので、市県民税の申告をお願いします。
　市県民税申告書は、1月下旬に送付予定です。
　平成 22 年度の申告を次の日程で受け付けます。3月 15 日（月）までに必ず申告してください。

受　付　日 会　　場 対  象  地  区 受付時間 その他
2月 3日（水） 八川公民館 尺土、八川、大畑

午前 9時 30分
～ 11時 30分

午後 1時
～ 3時 30分

※対象地区の指定のある
日に限り、その地区にお
住まいの方の資料を申告
会場にもち込みます。そ
のため、他の会場で申告
相談をされる場合、大変
時間がかかりますので極
力指定の相談会場へお越
しください。

2月 4日（木） 疋田公民館 疋田

2月 5日（金） 中央公民館
（2階研修室 2・3）

新庄、葛木、南藤井、大屋、
寺口、中戸、山田、平岡、
山口、梅室、笛吹

2月 8日（月） 歴史博物館
（2階　研修室）

忍海、薑、新村、新町、南
花内、西辻、林堂、脇田、
南新町

2月 9日（火） ゆうあいステーション
（2階会議室）

當麻、今在家、染野、新在家、
加守

2月 10日（水）
市役所新庄庁舎

税務課

弁之庄、北道穂、南道穂、
西室、東室、柿本、笛堂、
北花内、および新庄地区 午前 9時

～午後 4時

2月 12日（金）
2月 15日（月）
2月 10日（水）

市役所當麻庁舎
税務課

南今市、太田、兵家、竹内、
長尾、木戸、勝根、および
當麻地区

2月 12日（金）
2月 15日（月）

2月 16日（火）
～ 3月 15日（月）
（土・日曜日は除く）

市役所新庄庁舎
 2階　204会議室

市内全域 午前 9時
～午後 5時市役所當麻庁舎

１階　市民相談室

◎　確定申告の受付について
　○　確定申告につきましては、一時預かりをするだけで受付印は押印できません。受付印の押印を希望され
　　　る方は葛城税務署で申告をお願いします。
　○　営業、その他事業所得、不動産所得、土地・建物・株式等の譲渡所得の確定申告につきましては、葛城
　　　税務署で申告をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◎詳しくは、税務課 まで

お知らせ

　固定資産税は、土地、家屋に対し課税されますが、それ以外に事業のために所有している機械、器具、設
備などの償却資産についても課税の対象となり、その所有者に対し固定資産税として課税されます。
　◎申告しなければならない方　⇒　1月 1日現在において、償却資産を所有する法人および個人
　　※免税点未満（所有者の課税標準額の合計が 150 万円に満たない場合）であっても、1月 1日現在にお
　　　いて償却資産を所有していれば申告が必要です。
　◎前年度に申告された方　⇒　平成 21 年 1月 2日から平成 22 年 1月 1日までの間に増加または減少した
　　資産について申告してください。
　◎該当する資産がなくなった場合　⇒　休業、廃業、解散などで該当する資産がなくなった場合は、その
　　ことを申告してください。
　◎課税対象とならない償却資産は次のとおりです。
　　①　耐用年数が１年未満または取得価格が 10 万円未満であるもの。
　　②　取得価格が 20 万円未満で事業年度ごとに一括して 3年間で償却を行うもの。
　　③　自動車、原動機付自転車のように自動車税、軽自動車税の課税対象になるもの。
　　④　家屋として課税されているもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎詳しくは、税務課 まで

償却資産の申告期限は2月1日です
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お知らせ

○所得税で控除しきれなかった住宅借入金等特別控除が住民税（所得割）から控除されます。
○住民税で控除の適用を受けるのに、住民税の住宅借入金特別控除申告書の提出が不要となりました。
○入居年月日により対応が異なりますので、次の表を参照してください。

平成 22・23年度葛城市建設工事等
入札参加資格審査申請の受付

　　　　対象：建設工事，測量 ･建設等コンサルタント，
　　　　　　　物品 ･役務の提供

　平成 22・23 年度の入札に参加しようとする者は、入札参加資格審
査申請書（指名願）を提出してください。
　ただし、今回の指名願は基準年であるため、資格審査に該当する者
はすべて申請する必要があります。

受付期間 平成 22年 2月 1日 ( 月 )
～平成 22年 2月 26日 ( 金 ) 

提出場所 葛城市役所　新庄庁舎　都市産業部管理課

有効期間 平成 22・23年度の２ヶ年
（平成 22年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

※ 申請書は、1月 21 日（月）から「管理課窓口」ならびに「葛城市ホー
　ムページ」にて配布します。

◎詳しくは、管理課まで

住宅借入金等特別税額控除が創設されました
昨年までの申告書提出は不要です！

農地法改正のお知らせ

　平成 21 年 12 月 15 日に、「農
地法等の一部を改正する法律」
が施行され、農地法が改正され
ました。主な改正ポイントは次
の通りです。

　①農地の貸借規制の緩和
　②違反転用の罰則強化
　③相続等で農地を取得した場
　　合は届出が必要
　④相続税納税猶予制度の改正

◎詳しくは、農業委員会まで

入居年月日
所得税の住宅借入金等特別税
額控除の適用を受ける方

住民税での適用方法

平成 11年～ 18年末

※ 昨年まで提出していた
申告書の提出不要

年末調整のみの給与所得者
会社からの給与支払報告書の摘要欄記載により該
当される方については市で計算します。

所得税の確定申告（申告期限
厳守）をされる方

確定申告書の第 2表特例適用欄に居住年月日を記
載されることで該当される方は市で計算します。

平成 19・20年中 この制度の対象とはなりません。

平成 21年～ 25年末
入居した年の翌年に確定申告で住宅借入金等特別税額控除の適用を受け、同時に計
算明細書を提出することにより該当される方は市で計算します。

計算方法　　①と②のいずれか少ない額を控除します。
　①　所得税の住宅借入金等特別税額控除可能額のうち所得税において控除しきれなかった額
　②　所得税の課税総所得金額等の額に 100 分の 5を乗じて得た額（97,500 円を超えるときは 97,500 円）

◎詳しくは、税務課 まで
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国民健康保険税の仮徴収及び支払方法の変更について国民健康保険税の仮徴収及び支払方法の変更について
◎ 国民健康保険税の仮徴収
　現在、国民健康保険税を特別徴収でお支払いされている方は、原則として 2月分の特別徴収額と同額を 4月・
6月・8月に特別徴収（仮徴収）させていただきます。ただし、平成 22 年度中に世帯主が 75 歳になられる世帯
は、普通徴収へ変更となります。
　また、4月から新たに特別徴収が開始される方の 4月・6月・8月の仮徴収額は、今年度の税額をもとに算定
した額となります。
　上記の仮徴収通知は 4月上旬に送付いたします。
　※新たに4月から特別徴収が開始される方とは…
 平成 21 年 4月 2日～平成 21 年 10 月 1日の間に 65 歳になられた方、または、年金の届け出住所を変
 更された方のうち、特別徴収の対象となる方
　◎国民健康保険税の特別徴収要件（次のすべての事項にあてはまる方）
 ・世帯主自身が国民健康保険の被保険者である
 ・世帯内の国民健康保険の被保険者全員が 65 歳から 74 歳である
 ・特別徴収の対象となる年金の年額が 18 万円以上である
 ・介護保険料の特別徴収対象者である
 ・国民健康保険税と介護保険料の合計額が年金受給額の 2分の 1を超えない

◎ 特別徴収から口座振替への変更
　保険税の未納がない方については、申出により年金からのお支払いでなく、口座振替によりお支払いいただ
くことができます。（お支払いいただく保険税の総額はかわりません。）
　口座振替でのお支払いを希望される方は、納税通知書および印鑑をご持参のうえ、税務課窓口でお手続きく
ださい。1月 29 日（金）までにお手続きいただくと、平成 22 年 4月分の年金からのお支払いが中止され、7月
から口座振替によるお支払いとなります。
　上記の期限を過ぎてお申し出いただいた場合は、6月分以降の年金から中止させていただくことになります
ので、ご了承ください。
  なお、新規に口座振替を申し込まれる場合は、先に金融機関へ申込み後、口座振替依頼書の本人控えをご持参
ください。

◎ 国民健康保険税に係る所得税及び個人住民税の社会保険料控除の取扱い
　特別徴収から口座振替へのお支払いに変更した場合、その社会保険料控除は、口座振替により支払った方に
適用されます。これにより、世帯全体の所得税や住民税が減額となる場合がありますので、ご留意ください。

◎詳しくは、税務課 まで

お知らせ
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効
率
よ
く
作

業
を
し
よ
う
と
長

年
重
ね
た
工
夫
を

肌
で
感
じ
、
学
び

ま
し
た
。

昔
の
米
作
り
に
学
ぶ

當
麻
小
学
校

シリーズ
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お知らせ

（
敬
称
略
）

■
軟
式
野
球

優　

勝　

Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

準
優
勝　

モ
ッ
チ
ー
ズ

第
3
位　

東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

零 

－

Z
E
R
O

－

準
優
勝　

シ
ャ
ー
プ
葛
城

第
3
位　

當
麻
ク
ラ
ブ

　

〃　
　

尺
土
ク
ラ
ブ

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　

勝　

当
麻
ひ
ま
わ
り

準
優
勝　

新
庄
ク
ラ
ブ

第
3
位　

7
u
p

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
男
子

優　

勝　

Ｂ
・
Ｂ
・
Ｃ

準
優
勝　

白
鳳
ク
ラ
ブ

第
3
位　

レ
イ
マ
ン
ズ

●
女
子

優　

勝　

新
庄
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

ク
ラ
イ
ミ
ー
ズ

■
テ
ニ
ス

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

吉
村　

祐
哉
（
新
庄
）

　
　
　
　

吉
田　

尚
史
（
疋
田
）

準
優
勝　

中　
　

公
宏
（
疋
田
）

　
　
　
　

河
合　

康
輔
（
大
屋
）

第
3
位　

太
田　

浩
司
（
尺
土
）

　
　
　
　

西
浦　

尚
司
（
竹
内
）

　

〃　
　

渡
辺　

祐
樹
（
薑
）

　
　
　
　

石
橋　

卓
也
（
薑
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

西
川　

雅
子
（
北
花
内
）

　
　
　
　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

準
優
勝　

伏
見
は
る
み
（
太
田
）

　
　
　
　

玉
井
英
津
子
（
長
尾
）

第
3
位　

鞠
山　

和
枝
（
長
尾
）

　
　
　
　

大
垣
希
容
子
（
尺
土
）

　

〃　
　

坂
倉　

佳
代
（
長
尾
）

　
　
　
　

西
川　

幸
子
（
太
田
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

　
　
　
　

河
合　

康
輔
（
大
屋
）

準
優
勝　

吉
村　

祐
哉
（
新
庄
）

　
　
　
　

森
岡　

明
莉
（
北
花
内
）

第
3
位　

西
村　

和
仁
（
薑
）

　
　
　
　

深
田　

千
晃
（
薑
）

　

〃　
　

大
垣　

繁
和
（
尺
土
）

　
　
　
　

大
垣
希
容
子
（
尺
土
）

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

市
川　

雄
治
（
中
戸
）

準
優
勝　

河
合　

康
輔
（
大
屋
）

第
3
位　

森
島　

慎
一
（
薑
）

　

〃　
　

吉
村　

祐
哉
（
新
庄
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

西
川　

登
志
恵
（
寺
口
）

準
優
勝　

堀
田　

明
美
（
疋
田
）

第
3
位　

大
垣
希
容
子
（
尺
土
）

　

〃　
　

森　
　

湖
乙
（
薑
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

●
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

樋
口　

全
毅
（
疋
田
）

　
　
　
　

山
上　

智
也
（
南
道
穂
）

準
優
勝　

和
田　

健
二
（
忍
海
）

　
　
　
　

城
下　

彦
弥
（
疋
田
）

第
3
位　

鎌
田　

樹
彦
（
林
堂
）

　
　
　
　

白
石　

栄
一
（
北
花
内
）

　

〃　
　

北
原　

勝
正
（
林
堂
）

　
　
　
　

安
藤　

嘉
晨
（
疋
田
）

●
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

松
尾　

妙
子
（
西
室
）

　
　
　
　

城
下
和
賀
子
（
疋
田
）

準
優
勝　

小
柴
佐
知
子
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

西
本　

和
子
（
大
屋
）

第
3
位　

神
坂　

由
枝
（
疋
田
）

　
　
　
　

鎌
田　

悠
子
（
林
堂
）

●
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

辻
本　

拓
海
（
葛
木
）

　
　
　
　

角
野　

佑
樹
（
新
庄
）

準
優
勝　

寺
澤　

翔
介
（
大
屋
）

　
　
　
　

中
谷　

祐
樹
（
北
道
穂
）

第
3
位　

佐
々
木
智
浩
（
疋
田
）

　
　
　
　

西
嶋　

拓
磨
（
忍
海
）

　

〃　
　

棚
田　

優
祐
（
疋
田
）

　
　
　
　

藤
﨑　

孝
明
（
柿
本
）

●
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

池
田
百
合
子
（
竹
内
）

　
　
　
　

饒
波　

莉
乃
（
兵
家
）

準
優
勝　

丸
山　

里
奈
（
竹
内
）

　
　
　
　

上
平
恵
理
子
（
長
尾
）

第
3
位　

市
川
こ
こ
ろ
（
北
花
内
）

　
　
　
　

笹
野　

真
央
（
林
堂
）

　

〃　
　

梶
原　

菜
穂
（
長
尾
）

　
　
　
　

畑
野　

美
和
（
長
尾
）

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

優　

勝　

田
中　

寛
子
（
新
庄
）

準
優
勝　

長
谷
川
艶
子
（
西
室
）

第
3
位　

金
井　

仁
蔵
（
尺
土
）

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

土
橋
日
出
男
（
南
今
市
）

　
　
　
　

山
本　

明
光
（
新
在
家
）

　
　
　
　

森
本　

幸
代
（
疋
田
）

　
　
　
　

福
森　

淳
子
（
弁
之
庄
）

　
　
　
　

亀
井　

清
美
（
尺
土
）

準
優
勝　

池
田
喜
代
繁
（
西
辻
）

　
　
　
　

吉
藤　
　

潔
（
忍
海
）

　
　
　
　

田
中　

留
男
（
當
麻
）

　
　
　
　

植
本　
　

薫
（
當
麻
）

第
3
位　

蔵
内　
　

隆
（
西
辻
）

　
　
　
　

林　
　
　

弘
（
竹
内
）

　
　
　
　

西
川　
　

華
（
北
花
内
）

　
　
　
　

原
田　

隆
幸
（
尺
土
）

■
卓　

球

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部

優　

勝　

石
田　
　

聡
（
長
尾
）

準
優
勝　

音
無　

知
展
（
兵
家
）

第
3
位　

中
田　

拓
人
（
疋
田
）

　

〃　
　

巽　
　

規
行
（
長
尾
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部

優　

勝　

安
川　

佳
純
（
當
麻
）

準
優
勝　

安
川　

千
裕
（
當
麻
）

秋
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

 
 
 
 
 
 

（
平
成
21
年
11
月
1
日
〜
15
日
）
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第
3
位　

津
越　

公
子
（
八
川
）

　

〃　
　

西
川　

裕
子
（
八
川
）

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
2
部

優　

勝　

松
村
光
一
郎
（
木
戸
）

準
優
勝　

竹
本　

魁
斗
（
尺
土
）

第
3
位　

一
松　

俊
希
（
新
在
家
）

　

〃　
　

濱
田　

耕
助
（
北
花
内
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
2
部

優　

勝　

西
林
佳
奈
江
（
南
花
内
）

準
優
勝　

中
川
万
由
美
（
南
今
市
）

第
3
位　

西
本
美
穂
子
（
加
守
）

　

〃　
　

森
本　

満
夕
（
南
花
内
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
1
部

優　

勝　

宇
野　

慎
一
（
長
尾
）

　
　
　
　

堀
川　

純
世
（
北
道
穂
）

準
優
勝　

宮
城　

陽
一
（
南
道
穂
）

　
　
　
　

中
尾　

正
紀
（
疋
田
）

第
3
位　

和
田　

多
持
（
中
戸
）

　
　
　
　

穂
積　

完
聡
（
疋
田
）

　

〃　
　

佐
藤　

信
次
（
北
花
内
）

　
　
　
　

高
谷　
　

誠
（
加
守
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス
1
部

優　

勝　

明
石　

理
佐
（
加
守
）

　
　
　
　

中
嶋　

恵
子
（
勝
根
）

準
優
勝　

佐
藤
は
る
み
（
北
花
内
）

　
　
　
　

小
柗　

裕
美
（
北
花
内
）

第
3
位　

穂
積
香
穂
里
（
疋
田
）

　
　
　
　

中
尾　

由
紀
（
疋
田
）

　

〃　
　

金
村　

千
里
（
北
花
内
）

　
　
　
　

岡
本
恵
美
子
（
尺
土
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス
1
部

優　

勝　

岩
田　

一
穂
（
新
町
）

　
　
　
　

中
嶋　

恵
子
（
北
花
内
）

準
優
勝　

宮
城　

陽
一
（
南
道
穂
）

　
　
　
　

堀
川　

純
世
（
北
道
穂
）

第
3
位　

佐
藤　

信
次
（
北
花
内
）

　
　
　
　

山
上　
　

悟
（
尺
土
）

　

〃　
　

高
谷　
　

誠
（
加
守
）

　
　
　
　

金
村　

千
里
（
尺
土
）

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
2
部

優　

勝　

金
沢　
　

滋
（
當
麻
）

　
　
　
　

西
川　

幸
祐
（
新
庄
）

準
優
勝　

西
川　

悦
浩
（
太
田
）

　
　
　
　

角
田　

弘
実
（
北
花
内
）

第
3
位　

浦
野　

文
男
（
笛
堂
）

　
　
　
　

井
上　

隆
章
（
尺
土
）

　

〃　
　

宮
崎　
　

奨
（
疋
田
）

　
　
　
　

赤
木　

基
延
（
疋
田
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス
2
部

優　

勝　

小
西　

和
子
（
西
室
）

　
　
　
　

落
合　

知
子
（
長
尾
）

準
優
勝　

長
屋　

和
子
（
尺
土
）

　
　
　
　

林　

美
栄
子
（
南
今
市
）

第
3
位　

富
岡　

桂
子
（
太
田
）

　
　
　
　

宮
崎　

浩
子
（
疋
田
）

　

〃　
　

貝
崎　

啓
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

竹
下　

安
代
（
八
川
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス
2
部

優　

勝　

田
中　
　

楓
（
八
川
）

　
　
　
　

竹
下　

安
代
（
八
川
）

準
優
勝　

村
上　
　

望
（
疋
田
）

　
　
　
　

井
上　

隆
章
（
尺
土
）

第
3
位　

下
村　

秀
典
（
北
花
内
）

　
　
　
　

南　
　

朋
花
（
笛
堂
）

　

〃　
　

角
田　

弘
実
（
北
花
内
）

　
　
　
　

米
田　

芽
生
（
寺
口
）

●
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

吉
田　
　

鈴
（
當
麻
）

　
　
　
　

川
本　

麻
衣
（
加
守
）

準
優
勝　

桝
井
友
加
里
（
加
守
）

　
　
　
　

田
中　
　

楓
（
八
川
）

第
3
位　

村
上　
　

望
（
疋
田
）

　
　
　
　

瀬
戸　

春
薫
（
南
道
穂
）

　

〃　
　

米
田　

芽
生
（
寺
口
）

　
　
　
　

南　
　

朋
花
（
笛
堂
）

■
柔
道

●
団
体
一
般
の
部

優　

勝　

龍
誠
館

準
優
勝　

新
庄
柔
道
ク
ラ
ブ

●
団
体
中
学
生
の
部

優　

勝　

白
鳳
中
学
校
Ａ

準
優
勝　

龍
誠
館

第
3
位　

新
庄
柔
道
ク
ラ
ブ

●
団
体
小
学
生
の
部

優　

勝　

新
庄
柔
道
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

龍
誠
館

●
個
人
中
学
生
１
年
の
部

優　

勝　

大
西　

聖
城
（
竹
内
）

準
優
勝　

谷
口　

裕
哉
（
八
川
）

第
3
位　

中
山　

侑
哉
（
尺
土
）

●
個
人
中
学
生
2
年
の
部

優　

勝　

上
中　

裕
貴
（
薑
）

準
優
勝　

葛
城
愼
太
郎
（
疋
田
）

第
3
位　

吉
村　

晟
樹
（
長
尾
）

●
個
人
中
学
生
女
子
の
部

優　

勝　

中
田　

萌
香
（
忍
海
）

準
優
勝　

山
崎　

佳
永
（
南
今
市
）

●
個
人
幼
稚
園
の
部

優　

勝　

尾
方
さ
く
ら
（
今
在
家
）

準
優
勝　

原　
　

悠
也
（
疋
田
）

●
個
人
小
学
生
2
年
の
部

優　

勝　

岡
島　

弘
明
（
疋
田
）

準
優
勝　

脇　
　

健
剛
（
柿
本
）

第
3
位　

河
合　

麻
結
（
北
花
内
）

●
個
人
小
学
生
3
年
の
部

優　

勝　

杉
田　

一
陽
（
北
花
内
）

準
優
勝　

永
長　

武
留
（
北
花
内
）

第
3
位　

原　
　

和
希
（
疋
田
）

●
個
人
小
学
生
4
年
の
部

優　

勝　

森
下　

虎
暉
（
疋
田
）

準
優
勝　

金
森　

成
竜
（
長
尾
）

第
3
位　

尾
方　

弘
忠
（
今
在
家
）

●
個
人
小
学
生
5
年
の
部

優　

勝　

高
橋　

篤
司
（
加
守
）

準
優
勝　

岡
島　

奈
美
（
疋
田
）

第
3
位　

上
中　

あ
み
（
薑
）

●
個
人
小
学
生
6
年
の
部

優　

勝　

福
田　

義
宗
（
忍
海
）

準
優
勝　

辻
本　

侑
弥
（
北
花
内
）

第
3
位　

石
田　

雅
稀
（
勝
根
）

 

葛
城
市
体
育
協
会
か
ら

雪
中
（
冬
山
）
登
山
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
10
月
8
日
の

台
風
18
号
の
影
響
に
よ
り
、

葛
城
山
登
山
道
が
至
る
所

で
ほ
ぼ
完
全
に
崩
壊
し
て

い
る
状
態
で
す
。

　

現
時
点
で
の
復
旧
の
め

ど
は
立
っ
て
い
な
い
た
め
、

今
年
度
の
雪
中
（
冬
山
）

登
山
は
、
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
体
育
振
興
課
）

（
体
育
振
興
課
）
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　いつまでも健やかに、住みなれた地域で自立した生活ができるよう
に支援するのが地域包括支援センターの役割です。

こんにちはこんにちは地域包括支援地域包括支援センターですセンターです

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
概
ね
85
歳
以
上
の
方
で
、
自
分
の
特
技
や
趣
味
を
生
き
が
い
に
暮
ら
さ

れ
て
い
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社
会
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
等
を
ご
紹
介
し
、
い
つ
ま
で
も
健

康
で
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
大
宮
俊
一
郎
さ
ん

（

疋
田
）

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

大
宮
さ
ん
は
大
正
15
年
生

ま
れ
の
83
歳
。
観
賞
用
の
菊

作
り
を
趣
味
に
さ
れ
て
お
り
、

ご
自
分
で
育
て
ら
れ
た
白
や

黄
色
の
大
輪
の
菊
の
花
を
自

宅
の
庭
に
置
き
楽
し
ん
で
観

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

25
年
ほ
ど
前
、
お
知
り
合

い
の
方
か
ら
初
め
て
菊
の
苗

を
も
ら
っ
た
こ
と
が
菊
作
り

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
今
で
は
地
域
の
菊
花

展
に
出
品
さ
れ
受
賞
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
大
宮
さ
ん
は

菊
作
り
に
つ
い
て
「
子
供
を

育
て
る
よ
う
な
楽
し
み
で
す
。

花
が
咲
く
ま
で
に
は
色
々
苦

労
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
花

を
作
り
咲
い
た
花
を
観
て
い

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
花
が

ち
ゃ
ん
と
咲
く
よ
う
に
な
る

ま
で
に
は
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
を
頂
き
な
が
ら
や
っ
て
き

て
、
賞
を
取
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。」
と
笑
顔
で
菊
作

り
の
喜
び
を
お
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
大
宮
さ
ん
は
葛
城
市

の
介
護
予
防
特
定
高
齢
者
事

業
の
「
ゆ
う
あ
い

ふ
れ
あ
い
教
室
」

を
受
講
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
体
力
を

つ
け
て
ま
だ
ま
だ

地
域
で
の
交
流
や

趣
味
を
長
く
続
け

て
行
き
た
い
、
と

い
う
思
い
か
ら
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。「
教
室
の
参

加
中
に
菊
作
り
で
重
い
鉢
を

運
び
頑
張
り
す
ぎ
た
た
め
に

膝
を
悪
く
し
ま
し
た
が
、
教

室
の
先
生
が
楽
し
く
指
導
し

て
く
だ
さ
り
良
く
な
り
ま
し

た
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
も

出
来
て
喜
ん
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。
教
室
に
参
加
し
た
こ

と
で
体
力
が
つ
き
、
菊
作
り

を
長
く
続
け
て
い
け
ま
す
。」

と
、
教
室
参
加
の
感
想
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

す
ま
す
お
元
気
で
す
ば
ら
し

い
大
輪
の
菊
の
花
を
育
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《 

元
気
高
齢
者
募
集
!! 

》

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
概
ね
85
歳
以
上
の
方

で
、
自
分
の
特
技
や
趣
味
を

生
き
が
い
に
暮
ら
さ
れ
て
い

る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
社
会
貢
献
さ
れ
て
い

る
方
等
を
、
広
報
で
紹
介
し
、

い
き
い
き
輝
い
た
人
生
を
送

る
た
め
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

【公開講座】【公開講座】『葛城学へのいざない（第10回）』『葛城学へのいざない（第10回）』
　「葛城万葉の世界」　「葛城万葉の世界」
　　　　「万葉集」　の中で、葛城に因んで詠まれた短歌についてのお話。「万葉集」　の中で、葛城に因んで詠まれた短歌についてのお話。
　　　　日時/会場日時/会場 ‥‥1月16日1月16日（（土土））午後2時～/歴史博物館2階「あかねホール」午後2時～/歴史博物館2階「あかねホール」
　　講　　　師　　講　　　師 ‥‥山野 治光（元白鳳中学校長）山野 治光（元白鳳中学校長）
　　　　定員 /申込定員 /申込 ‥‥100 名程度 /電話または、直接窓口にて受付100 名程度 /電話または、直接窓口にて受付
【冬季企画展】【冬季企画展】「店屋の風景」「店屋の風景」
　　昔の暮らしの中から「商い」に注目し、商業活動に使用された　　　昔の暮らしの中から「商い」に注目し、商業活動に使用された　
　いろいろな用具や帳面などを集めた、企画展を開催します。　いろいろな用具や帳面などを集めた、企画展を開催します。
　　　　会　期会　期 ‥‥1月23日（土）から3月14日まで開催1月23日（土）から3月14日まで開催
　　入館料　　入館料 ‥‥通常の入館料が必要です通常の入館料が必要です
　※ 毎週火曜日と第 2・4水曜日は休館日　※ 毎週火曜日と第 2・4水曜日は休館日

 ◎ ◎詳しくは、詳しくは、歴史博物館歴史博物館 ☎（64）1414 まで ☎（64）1414 まで

歴 史 博 物 館 ガ イ ド歴 史 博 物 館 ガ イ ド
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▽▼ 119119 コーナーコーナー▲△
　　平成 21年 11 月中 火災… 0件　救急…   112 件　救助… 2件
　　平成 21 年の累計 火災… 6 件　救急… 1,138 件　救助… 13 件

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
!

　

1
月
23
日
（
土
）
か
ら
29
日

文
化
財
を
み
ん
な
の
手
で
守
ろ
う
！

文
化
財
を
み
ん
な
の
手
で
守
ろ
う
！

1
月
26
日
は
﹁
文
化
財
防
火
デ
ー
﹂

（
金
）
ま
で
文
化
財
防
火
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
寺
社
な
ど
の
建

造
物
や
仏
像
・
絵
画
な
ど
の
文

化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
る
心
配
り

を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ

ば
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
文
化
財
を
火
災
か

 

葛
城
市
消
防
署

 

葛
城
市
消
防
団

 

葛
城
市
教
育
委
員
会

　

11
月
1
日
、
高
田
警
察
署
に

お
い
て
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
よ
り
高
田
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
会
（
会
長　

北
花
内

吉
川
正
利
氏
）
へ
感
謝
状
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
長
年
に
わ

た
り
地
域
ぐ
る
み
の
交
通
安
全

対
策
と
し
て
、
春
と
秋
の
交
通

安
全
週
間
の
他
、
市
内
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
啓
発
活

動
を
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
生
活
安
全
課
）

ら
守
る
た
め
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
文
化
財
の
近
く
で
は
、

た
き
火
や
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
文
化
財
の
近
く
で
は
、

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

大
字
疋
田
防
災
訓
練
実
施

　

11
月
15
日
、
大
字
疋
田
に

お
い
て
大
規
模
地
震
の
発
生

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

に
は
住
民
1
5
9
名
が
参

加
し
、
ま
ず
一
時
避
難
所
で

あ
る
各
公
民
館
等
へ
避
難
し
、

防
犯
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

11
月
13
日
、
寺
口
ふ
れ
あ

い
集
会
所
で
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
防
犯
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

新
庄
交
番
の
ご
指
導
の
も

と
82
名
が
参
加
し
、
頻
発
す

る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
高
齢
者
・

女
性
が
狙
わ
れ
や
す
い
引
っ

た
く
り
犯
罪
な
ど
、
実
際
の

犯
行
手
口
、
そ
の
防
止
策
を

ビ
デ
オ
を
使
っ
た
分
か
り
や

す
い
研
修
で
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
防

止
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

家
庭
に
持
ち
帰
り
、
家
族
で

も
話
し
合
い
、
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
と
説
明
も
さ
れ

ま
し
た
。　

  

（
生
活
安
全
課
）

名
簿
を
作
成
。
そ
の
後
、
広

域
避
難
所
で
あ
る
新
庄
北
小

学
校
に
揃
っ
て
避
難
し
、
名

簿
を
も
と
に
避
難
者
の
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
経

路
を
実
際
に
歩
く
こ
と
で
再

度
、
危
険
箇
所
の
確
認
も
行

え
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

（
生
活
安
全
課
）
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   毎月11日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

人権人権人権☆　就職活動のノウハウを知りたい

☆　面接にこぎつける履歴書・職務経歴書を書きたい

☆　面接でうまく自分をアピールしたい

☆　資格をとって転職したい

☆　もっと稼げる仕事につきたい

☆　自分を活かした働き方、生き方を実現したい

☆　仕事と家庭（家事、育児、介護）を両立したい

☆　職場での人間関係をよくしたい　　など。。。。　　

　女性が働くことに関するあらゆる相談に専門の女性アドバイザーが応
じます。

　相談は無料です。お気軽にお電話ください！

（人権政策課）

★ 実践！ワーク・ライフ・バランス ★ 講座紹介★ 実践！ワーク・ライフ・バランス ★ 講座紹介
○ 1 月 16日（土）　午前 10時～ 11時 30分

　　内容 :「完璧主義にサヨナラ」しましょ…仕事と子育て両立解決法

　　講師 :弁護士 佐々木育子さん

○ 1 月 23日（土）　①午前 10時～正午　②午後 1時～ 3時

　　内容 :人生を 10倍楽しむ時間管理術（タイムマネジメント）

　　講師 :㈱ライフキャリアデザイン・アソシエイツ

　　　　　代表取締役　川端美智子さん

＊詳細・申し込みについては、奈良県女性センター

（0742-27-2300）　までお問い合わせください。

　（http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-11774.htm）

場　所：奈良県女性センター（奈良市東向南町 6番地

近鉄奈良駅徒歩 5分東向商店街内）

託　児：有り （要予約）1人 1回につき 500円

（1歳 6ヵ月から就学前まで）　

＊　相談者の個人情報や相談内容が外部に漏れることは一切ありません

　ので、ご安心ください。匿名でもご相談いただけます。仕事の斡旋は

　していません。

♪♪♪♪ ♪♪働働くく女性・働女性・働きたいきたい女性女性のの
こんなニーズをサポートしますこんなニーズをサポートします！！ ♪♪♪♪♪♪


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


火、水、木、土曜日（祝日を除く）　

午前 9時 30分～午後 5時

電話：0742（27）2302（働く女性支援係）
電話でも面接でも相談できます（面接は予約制です）
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健康増進課／新庄健康福祉センター
☎（69）9900☎（69）9900

健康増進課
インフォメーションインフォメーション

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
お
知
ら
せ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
お
知
ら
せ

◆ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

現
在
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
が
全
国
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
が
少
な
い
た
め
、
国

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順
位
を
設
定
し
、
奈
良
県
も
そ
れ
に
基
づ
き

接
種
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
感
染
の
防
止
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
死
亡
者
や
重
篤
者
の
発
生
を
出
来
る
限
り

減
ら
し
、
医
療
機
関
の
混
乱
を
防
ぎ
、
医
療
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

○
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
順
位

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
次
の
優
先
順
位

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
診
療

　

に
直
接
従
事
す
る
医
療
従
事
者

　
（
救
急
隊
員
を
含
む
）

⑵
妊
婦
お
よ
び
基
礎
疾
患
を
有
し
、

　

入
院
中
ま
た
は
通
院
中
の
方
※

⑶
1
歳
か
ら
小
学
校
3
年
生
に
相

　

当
す
る
年
齢
の
小
児

⑷
1
歳
未
満
の
幼
児
の
保
護
者
及

　

び
優
先
接
種
者
の
内
予
防
接
種

　

が
受
け
ら
れ
な
い
方
の
保
護
者
等

⑸
小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生

⑹
中
学
生
、
高
校
生
に
相
当
す
る

　

年
齢
の
方
、
高
齢
（
65
歳
以
上
）

　

の
方

⑺
右
記
⑴
か
ら
⑹
以
外
の
1
歳
未

　

満
の
乳
児
を
除
く
健
康
な
方

※
「
基
礎
疾
患
」
と
は
、
慢
性
呼

　

吸
器
疾
患
、
慢
性
心
疾
患
、
慢

　

性
腎
疾
患
、
慢
性
肝
疾
患
、
神

　

経
疾
患
・
神
経
筋
疾
患
、
血
液

　

疾
患
、
糖
尿
病
等
を
指
し
ま
す
。

　

ご
自
身
が
「
基
礎
疾
患
を
有
す

　

る
者
」
に
該
当
す
る
か
は
、
か

　

か
り
つ
け
医
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
接
種
回
数
と
接
種
開
始
日

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
回
数
と
、
接
種
開

始
日
は
、
優
先
接
種
対
象
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
今
後
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
取
り
巻
く
状
況
に
応
じ

て
、
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
最
新
の
情
報
は
奈
良
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
奈
良
県
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
相
談
セ
ン
タ
ー
、
葛
城
市
新

庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用

　

費
用
は
全
国
一
律
で
1
回
目
は

3
、
6
0
0
円
、
2
回
目
は
2
、

5
5
0
円
で
す
。
た
だ
し
、
1
回

目
と
異
な
る
医
療
機
関
で
2
回
目

の
接
種
を
行
う
場
合
は
、
2
回
目

も
3
、
6
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

◆ 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
（
無
料
）
制
度
に
つ
い
て

　

葛
城
市
で
は
、
接
種
者
の
う
ち
、
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
生

活
保
護
受
給
世
帯
に
属
す
る
方
の
接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
額
は
、
接
種
に
要
す
る
費
用
の
全
額
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

但
し
、
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
接

種
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

○
接
種
費
用
助
成
の
申
請
方
法

　

手
続
方
法
は
、
接
種
医
療
機
関

の
所
在
地
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

⑴
葛
城
市
、
香
芝
市
、
王
寺
町
、

　

河
合
町
、
上
牧
町
、
広
陵
町
の
指

　

定
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
場
合

　

医
療
機
関
に
お
い
て
接
種
の
予

約
後
、
接
種
を
受
け
る
ま
で
に
新

庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
當

麻
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

助
成
対
象
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
券
」
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
接
種
時
に
実
施
医
療
機

関
の
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
：
平
成
22
年
3
月
31
日

　

ま
た
、
接
種
費
用
助
成
の
申
請

を
行
わ
ず
に
⑴
の
医
療
機
関
に
お

い
て
接
種
を
さ
れ
た
方
で
、
接
種

費
用
の
助
成
に
該
当
す
る
方
は
、

⑵
の
手
続
き
に
て
接
種
費
用
の
返

還
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑵
⑴
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
さ

　

れ
る
場
合

　

決
め
ら
れ
た
回
数
を
接
種
し
た

後
に
、
領
収
書
の
原
本
、
接
種
済

証
、
本
人
（
乳
幼
児
等
の
場
合
は
、

そ
の
保
護
者
）
名
義
の
預
金
通
帳
、

印
鑑
を
持
っ
て
、
新
庄
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
當
麻
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
、
接
種
費
用
返
還
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
：
平
成
22
年
4
月
30
日

⑴
⑵
ど
ち
ら
の
方
法
で
も
、
同
居

の
ご
家
族
以
外
の
方
が
申
請
に
こ

ら
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
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文化会館ニュース文化会館ニュース 新庄文化会館　☎（69）4600
當麻文化会館　☎（48）5000

★　お知らせ　★

★　催し物のご案内　（1月 1日～ 2月 10日）　★
新庄文化会館（マルベリーホール）

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

1 月 10 日（日） 葛城市消防出初式（荒天時） 関係者 10:00 ～ 葛城市消防団 0745-69-7171

1 月 11 日（月） 葛城市成人式 関係者 9:00 ～ 葛城市教育委員会 0745-48-2811
【生涯学習課】

1月 23 日（土） 奈良県ＰＴＡ協議会研究大会 関係者 10:00 ～ 
12：00 奈良県PTA協議会 0745-69-6950

1 月 31 日（日） マルベリー発
よしもと新喜劇シアター 有　料 14:00 ～ 

15：30 葛城市 0745-69-4600
【新庄文化会館】

2月  6 日（日） 華表保育園生活発表会 関係者 9:00 ～ 
12：00 華表保育園 0745-69-6368

2 月  7 日（月） 奈良県高等学校連合音楽会 関係者 13:00 ～ 奈良県高等学校
音楽教育研究会 0742-46-0017

＊都合により一部催し物が変更になる場合がありますので、ご了承ください。
＊準備､ リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。
＊詳細については、主催者にお問い合わせください。

1 月 2月
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

新庄文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日

お詫び：広報かつらぎ 12 月号掲載の、12 月 3日當麻文化会館（ホール）催し物主催者に誤りがありました。
　　　　ここにお詫び申し上げます。

當麻文化会館（ホール）　1月の催しはありません。
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

図書館だより図書館だより 新庄図書館　☎（69）4646
當麻図書館　☎（48）6000

1 月 2月
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

新庄図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日
は整理休館日

催
し
も
の
ご
案
内

映
画
会
の
お
知
ら
せ　

　

日
時
：
1
月
9
日
（
土
）

 
 

午
前
10
時
〜

　

場
所
：
新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

『
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
パ
ラ
レ
ル
西
遊
記
』

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ 

★
當
麻
図
書
館

　

日
時
：
1
月
17
日
（
日
）

 
 

午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所
：
當
麻
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
キ
ャ
ラ
メ
ル

　

お　

話
…
お
い
し
い
お
か
ゆ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
北
風
に
会
い
に
行
っ
た
少
年

　

組　

木
…
大
き
な
か
ぶ

★
新
庄
図
書
館

　

日
時
：
1
月
23
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

　

場
所
：
新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
す
て
き　

す
て
き

　

大
型
絵
本
…
は
じ
め
て
の
お
る
す
ば
ん

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
の

い
い
な　

い
い
な

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
と
り
つ
こ
う
か
ひ
っ
つ
こ
う
か

　

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま

せ
ん
。
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

★　新着図書のご案内　★
新着図書は、ほかにもいろいろあります。
紙面に限りがありご紹介できませんが、ご来館の上、ぜひご覧ください。
また、ホームページでもご覧いただけます。

③① ② ④

⑤ ⑧⑥ ⑦

① なんと愉快な奈良の本   京阪神エルマガジン社 ●新庄図書館　一般
② なぜ日本の製造業は儲からないのか 石川和幸   ●當麻図書館　一般
③ 柳美里＜柳美里という物語＞  永岡杜人   ●當麻図書館　一般
④ 情動     新津きよみ   ●新庄図書館　一般
⑤ うごきのことばえじてん   やまさきひであき  ●新庄図書館　児童
⑥ スコアブック 2    伊集院静   ●新庄図書館　児童
⑦ 小さいイーダちゃんの花   アンデルセン   ●當麻図書館　児童
⑧ 水曜日の本屋さん    オリヴィエ・タレック ●當麻図書館　児童

【
當
麻
図
書
館　

映
画
会
の
お
知
ら
せ
】

【
當
麻
図
書
館　

映
画
会
の
お
知
ら
せ
】

午
前
、
午
後
の
2
回
上
映
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日　

時
：
2
月
6
日
（
土
）
1
回
目　

午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
回
目　

午
後
1
時
30
分
〜

　

内　

容
：「
か
ん
す
け
さ
ん
と
ふ
し
ぎ
な
自
転
車
」

　
　
　
　
　
「
が
ん
ば
れ
ス
イ
ミ
ー
」

　

場　

所
：
當
麻
図
書
館　

2
階
研
修
室

　

問
合
先
：
當
麻
図
書
館
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そそ  

のの  

他他

  

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
…

◎
1
月
11
日
（
月
：
成
人
の
日
）
は
祝
日
で

す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
に

つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】：
疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・
中
戸
・

弁
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・
山
口
・
梅
室
・

笛
吹
・
脇
田
・
東
室
・
笛
堂

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で

新庄庁舎 ☎（69）3001
當麻庁舎 ☎（48）2811

市役所への市役所への
お問い合わせお問い合わせ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講講  

座座    

等等

暮暮  

らら  

しし

  

税
の
納
期

　

1
月
は
、

▼
国
民
健
康
保
険
税 

第
7
期

の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
2
月
1
日
（
月
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で

に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

 

ご
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　
「
葛
城
市
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計

画
（
案
）」
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
公
表
方
法
：
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

お
よ
び
新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
・
新
庄
図

　

書
館
・
當
麻
図
書
館
に
資
料
冊
子
を
設
置

■
募
集
期
間
：
1
月
8
日
（
金
）
〜

29
日
（
金
）
必
着

■
提
出
方
法
：
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
、

　

直
接
持
参
（
児
童
福
祉
課
ま
で
）

　

※
電
話
不
可

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

 

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
21
年
12
月
31
日
現
在
で
製
造
業
を

営
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
を
対
象
に
工
業

統
計
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
配
り
し
た
調
査
票
に
ま
だ
記
入
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
も
れ
な
く
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
調
査
員
が
受
取
に
伺
い
ま
し
た

ら
、
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
調
査
員
と
の
都
合
が
合
わ
な
い
場

合
は
、企
画
調
整
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
ま
で

 

小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
発
掘
事
業

「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

参
加
者
募
集

　

将
来
有
望
な
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
目
指

し
相
撲
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
主　

催
：
奈
良
県
体
育
協
会

■
開
催
日
時
：

　

1
月
23
日
（
土
）  

午
前
10
時
〜
正
午

 
 

 

2
時
間
程
度

　

2
月
13
日
（
土
）  

午
前
10
時
〜
正
午

 
 

 

２
時
間
程
度

■
場　

所
：
葛
城
市
相
撲
館

■
参
加
資
格
：
小
学
生

■
申　

込
：
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
相
撲
館
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ

　

Ａ
Ｘ

■
締　

切
：

　

1
月
23
日
（

土
）

参
加
者　

1
月
18
日
（

月
）

　

2
月
13
日
（

土
）

参
加
者　

2
月
8
日
（

月
）

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
相
撲
館

☎
（
48
）
4
6
1
1
ま
で

 

葛
城
市
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト

職
員
登
録

　

平
成
22
年
度
の
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職

員
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
：
1
月
13
日
（
水
）
か
ら

29
日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
登
録
募
集
職
種
：
一
般
事
務
・
情
報
セ
ン

　

タ
ー
業
務
・
図
書
館
業
務
・
学
校
図
書
室

　

補
助
業
務
・
学
校
給
食
調
理
業
務
・
い

　

き
い
き
セ
ン
タ
ー
業
務
・
保
健
師
の
業

　

務
・
看
護
師
の
業
務
・
栄
養
士
の
業
務
・

　

保
育
所
給
食
調
理
業
務
・
保
育
士
の
業

　

務
・
児
童
館
業
務
・
学
童
保
育
指
導
業
務
・

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
・
幼
稚
園
補

 

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

■
募
集
内
容
：
観
音
寺
田
団
地
（
1
戸
）

■
受
付
期
間
：

　

1
月
12
日
（
火
）
〜

22
日
（
金
）

　

管
理
課
（

新
庄
庁
舎
）

ま
で

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時ま

で

（
※
土
日
祝
を
除
く
）

■
申
込
書
：
管
理
課
（

新
庄

　

庁
舎
）
・
農
林
課
（

當
麻
庁

　

舎
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
管
理
課
ま
で

団地名 観音寺田団地　（2ＬＤＫ／ 1戸）
家　賃 18,700 円～ 27,800 円 の間
受付期間 1月 12日（火） ～ 22日（金）の間

見学会 1月 15日（金）
午前 9時 30分～ 11時 30分
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811情　報

今月の今月の
無料相談無料相談

人権・行政・心配ごと相談
●日時　1月 14日（木）第 2木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　1月 21日（木）第 3木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　忍海集会所
●日時　1月 28日（木）第 4木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館
◎申込　不要（先着順）

問 人権政策課・総務財政課  
   ☎（69）3001
　 社会福祉協議会
  ☎（48）3373

法律相談
●日時　1月 21日（木）第 3木曜日
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　1月 28日（木）第 4木曜日
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　當麻文化会館
◎申込　相談（20 分）は予約制
　になっていますので、秘書課ま
　でお申し込みください。
問 秘書課

中南和法律相談センタ－法律相談
◎申込　相談は予約面談制（30 分）
　ですので、必ず奈良弁護士会に
　電話で事前予約してください。
＊ 日時・場所等は、電話の際ご確
　認ください。
問 奈良弁護士会☎ 0742(22)2035

健康相談
●日時　1月 27日（水）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参
　ください。
問 健康増進課

乳幼児健康相談
●日時　1月13日（水）・14日（木）
　　　　2月   3日（水）・  4日（木）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　當麻保健センター
●日時　1月 28日（木）・29日（金）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　身体測定、保健師・管理栄
　　　　 養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。
問 健康増進課

●日時　1月は開催されません
　　　　2月 7日（日）
　　　　午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館団体交流室
　連絡先　☎（69）2753
●日時　1月 23日（土）
　　　　午後 1時～ 5時
　場所　中央公民館会議室
　連絡先　☎（69）2877
問 上記連絡先または都市整備課

増改築・耐震無料相談

消費者生活相談
「架空請求や悪質商法」などの消
費生活に関する相談に応じます。
●日時　1月 12日（火）・

18日（月）・25日（月）
　午前 10時～正午・午後 1時～ 4時
　場所　新庄庁舎 2階会議室
問 商工観光課

 

2
0
1
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

2
月
1
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
〝
農
林
業
の
国

勢
調
査
〞
と
い
わ
れ
る

「
2
0
1
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

 
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

　

公
園
ま
つ
り
で
は
緑
の
募
金
8
、
3
0
4

円
、
葛
城
フ
ェ
ス
タ
で
は
ユ
ニ
セ
フ
募
金

6
、
7
9
9
円
、
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
自
ら
考

え
行
動
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

人
に
役
立
つ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

毎
月
2
回
、
五
感
を
使
っ
た
楽
し
い
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
：
年
長
5
歳
児
〜

小
学
6
年
生
ま
で
の
女
の
子

■
問
合
先
：
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
53
団
・
杉
岡

☎
（
48
）
2
7
5
9

（
生
涯
学
習
課
）

　

助
業
務
（
一
般
事
務
・
教
員
）・
博
物
館

　

学
芸
員
補
助
業
務
・
公
共
バ
ス
（
普
通
車
）

　

運
転
業
務
・
介
護
支
援
専
門
員
業
務　

等

■
登
録
資
格
：
市
内
在
住
の
方
（
職
種
に
よ

　

り
、
資
格
要
件
等
が
あ
り
ま
す
。）

■
登
録
方
法
：「
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職

　

員
登
録
申
請
書
」
お
よ
び
「
履
歴
書
」
を

　

葛
城
市
役
所
新
庄
庁
舎
3
階
秘
書
課
、
ま

　

た
は
、
當
麻
庁
舎
2
階
教
育
総
務
課
ま
で

　

受
付
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
有
効
期
間
：
平
成
22
年
4
月
1
日
か

　

ら
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で

■
採　

用
：
求
人
が
あ
る
場
合
、
各
担
当
課

　

よ
り
登
録
さ
れ
た
方
へ
随
時
連
絡
し
、
選

　

考
（
面
接
等
）
の
上
、採
用
と
な
り
ま
す
。

※
「
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
申
請

　

書
」
お
よ
び
「
履
歴
書
」
の
用
紙
は
、
秘

　

書
課
ま
た
は
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
秘
書
課
ま
で

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に

役
立
て
る
た
め
に
5
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　

1
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る

皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し
て
、

調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
統
計
課

 

☎
0
7
4
2
（
27
）
8
4
5
2

　
　

ま
た
は
、
企
画
調
整
課
ま
で



葛
城
市

葛
城
市
ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
探
訪
探
訪  

99

『『
長長な
が
お

な
が
お尾尾
神
社
』

神
社
』

　

葛
城
市
長
尾
に
鎮
座
す
る
長
尾
神
社
。

　

葛
城
市
長
尾
に
鎮
座
す
る
長
尾
神
社
。

　

御
祭
神
は

　

御
祭
神
は
水水

み
ひ
か
ひ
め
の
み
こ
と

み
ひ
か
ひ
め
の
み
こ
と

光
姫
命

光
姫
命
とと
白白

し
ら
く
も
わ
け
の
み
こ
と

し
ら
く
も
わ
け
の
み
こ
と

雲
別
命

雲
別
命
がが
祀祀ま

つ
ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
創
建
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
安
時

　

当
社
の
創
建
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
安
時

代
の
書
物
で
あ
る
「

代
の
書
物
で
あ
る
「
三三さ

ん
だ
い
じ
つ
ろ
く

さ
ん
だ
い
じ
つ
ろ
く

代
実
録

代
実
録
」
や
「

」
や
「
延延え

ん
ぎ
し
き

え
ん
ぎ
し
き

喜
式
喜
式
」」
神神

じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
名
帳

に
も
記
載
さ
れ
る

に
も
記
載
さ
れ
る
葛葛

か
つ
ら
ぎ
の
し
も
の
こ
う
り

か
つ
ら
ぎ
の
し
も
の
こ
う
り

下
郡
下
郡
のの
式式し

き
な
い
し
ゃ

し
き
な
い
し
ゃ

内
社
内
社
で
、
と
て
も
古
い

で
、
と
て
も
古
い

歴
史
を
持
つ
神
社
で
す
。

歴
史
を
持
つ
神
社
で
す
。

　

ま
た
放
光
寺
古
今
縁
起
（
一
四
四
三
年
）
に
は
、
飛
鳥

　

ま
た
放
光
寺
古
今
縁
起
（
一
四
四
三
年
）
に
は
、
飛
鳥

時
代
に
天
武
天
皇
が

時
代
に
天
武
天
皇
が
壬壬じ

ん
し
ん

じ
ん
し
ん申申
の
乱
で
勝
利
し
た
こ
と
か
ら
、

の
乱
で
勝
利
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
そ
の
報報ほ

う
さ
い

ほ
う
さ
い賽賽
と
し
て
こ
の
地
を
神
地
と
定
め
ら
れ
た
と
記
さ

と
し
て
こ
の
地
を
神
地
と
定
め
ら
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

古
代
に
お
い
て
こ
の
長
尾
神
社
の
場
所
は
、
大
阪
方
面

　

古
代
に
お
い
て
こ
の
長
尾
神
社
の
場
所
は
、
大
阪
方
面

か
ら
竹
内
街
道
を
通
っ
て
大
和
へ
入
り
、
飛
鳥
の
藤
原
京

か
ら
竹
内
街
道
を
通
っ
て
大
和
へ
入
り
、
飛
鳥
の
藤
原
京

に
至
る
古
代
の
大
道
「

に
至
る
古
代
の
大
道
「
横横よ

こ
お
お
じ

よ
こ
お
お
じ

大
路
大
路
」
の
西
側
の
入
口
と
な
る

」
の
西
側
の
入
口
と
な
る

所
で
あ
り
、
重
要
な
場
所
に
社
地
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

所
で
あ
り
、
重
要
な
場
所
に
社
地
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
代
に
至
っ
て
も
、
こ
の
長
尾
の
地
は
竹
内
街

　

そ
し
て
現
代
に
至
っ
て
も
、
こ
の
長
尾
の
地
は
竹
内
街

道
や
長
尾
街
道
な
ど
の
主

道
や
長
尾
街
道
な
ど
の
主

要
な
街
道
が
集
ま
り
交
差

要
な
街
道
が
集
ま
り
交
差

す
る
、
交
通
の

す
る
、
交
通
の
要要

よ
う
し
ょ
う

よ
う
し
ょ
う衝衝
で
あ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
街
道

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
街
道

を
行
き
交
う
人
々
の
守
護

を
行
き
交
う
人
々
の
守
護

神
、
い
わ
ゆ
る
交
通
安
全

神
、
い
わ
ゆ
る
交
通
安
全

の
神
様
と
し
て
も
、
厚
く

の
神
様
と
し
て
も
、
厚
く

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
歴
史
博
物
館
）

（
歴
史
博
物
館
）
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大
字
名
の
由
来
：

　

弁
之
庄
は
正
式
に
は
「
辨
之

庄
」
と
書
き
ま
す
。
庄
の
字
が

示
す
よ
う
に
、
平
安
時
代
か
ら

室
町
時
代
に
か
け
て
「
弁
庄
（
べ

ん
の
し
ょ
う
）」
と
い
う
興
福
寺

領
の
荘
園
が
あ
り
、
そ
の
名
が

そ
の
ま
ま
地
名
と
な
っ
て
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
弁
之
庄
と
記
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸

時
代
前
期
の
「
寛
永
郷
帳
」
か

ら
で
す
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・
諸も
ろ
く
わ鍬
神
社
（
本
来
は
新
庄
藩

主
の
桑
山
氏
の
氏
神
で
、
藩
主

桑
山
一
晴
が
入
部
と
と
も
に
本

貫
地
の
尾
張
国
海
東
郡
諸
桑
村

鎮
座
の
式
内
社
諸
桑
神

社
を
現
社
地
に
遷
座
し

た
も
の
で
す
。）

・
厳
島
神
社
（「
弁
天
さ

ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

7
月
7
日
の
例
祭
は
通
常

「
弁
天
祭
」
と
し
て
多
く

の
人
び
と
で
に
ぎ
わ
う
盛

大
な
祭
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

弁べ
ん
の
し
ょ
う

之
庄

　

尺
土
は
、
中
央
部
を
東
西
に

近
鉄
南
大
阪
線
が
通
り
、
中
央

尺し

ゃ

く

ど土

に
位
置
す
る
尺
土
駅
か
ら
近
鉄

御
所
線
が
南
に
分
岐
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
尺
土
駅
は
特
急
や
急

行
の
停
車
駅
で
あ
り
、
葛
城
市

の
鉄
道
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま

す
。

大
字
名
の
由
来
：

　

も
と
も
と
尺
土
の
あ
た

り
で
は
、
赤
い
土
が
出
た

の
で
赤
土
と
い
っ
た
の
を

佳
字
の
尺
土
と
変
え
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・
春
日
神
社
（
昔
か
ら
8
月
1

日
の
午
前
0
時
よ
り
春
日
神
社

拝
殿
に
氏
子
中
が
集
ま
っ
て
「
天

祷
御
供
」（
天
道
御
供
）
と
称

し
て
御
供
え
を
盛
り
、
健
康
を

祈
念
す
る
祭
典
が
現
在
ま
で
引

き
継
が
れ
、行
わ
れ
て
い
ま
す
。）

大字紹介（第7回）
人口および世帯数は 12 月 1日現在

加守

染野

新在家

勝根

木戸
當麻

長尾

竹内

兵家

太田

南今市

八川

大畑

尺土

今在家

疋田

中戸 辨之庄 北道穂
西室

東室

柿本

寺口

大屋
新庄

南道穂

北花内
笛堂

葛木

南藤井

林堂 南花内 新町

新村南新町

薑

忍海西辻

山田

平岡

山口 笛吹

梅室

脇田

弁之庄

尺土

　
　

人　

口
：
3
2
6
人

　
　

世
帯
数
：
1
0
2
戸

　
　

人　

口
： 

1
、
8
7
3
人

　
　

世
帯
数
：
7
5
9
戸


